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○
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
四
号

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十

六
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
六
年
二
月
二
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴

う
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
特
定
適
用
事
業
所
の
該
当
の
届
出
）

（
特
定
適
用
事
業
所
の
該
当
の
届
出
）

第
二
十
三
条
の
二

初
め
て
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能

第
二
十
三
条
の
二

初
め
て
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能

の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
六
十
二
号
。
以
下
「
年
金
機
能
強
化
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第

四
年
法
律
第
六
十
二
号
。
以
下
「
年
金
機
能
強
化
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第

四
十
六
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
特
定
適
用
事
業
所
（
第
二
号
及
び
第
百
五

四
十
六
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
特
定
適
用
事
業
所
（
第
二
号
及
び
第
百
五

十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
特
定
適
用
事
業
所
」
と
い
う
。

十
九
条
の
十
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
特
定
適
用
事
業
所
」
と
い
う
。
）

）
と
な
っ
た
適
用
事
業
所
の
事
業
主
（
事
業
主
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
本

と
な
っ
た
適
用
事
業
所
の
事
業
主
（
事
業
主
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
本
店

店
又
は
主
た
る
事
業
所
の
事
業
主
）
は
、
当
該
事
実
が
あ
っ
た
日
か
ら
五
日

又
は
主
た
る
事
業
所
の
事
業
主
）
は
、
当
該
事
実
が
あ
っ
た
日
か
ら
五
日
以

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
厚
生
労
働
大
臣
又
は
健
康

内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
厚
生
労
働
大
臣
又
は
健
康
保

保
険
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労

険
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働

働
大
臣
に
提
出
す
る
事
業
所
が
同
時
に
年
金
機
能
強
化
法
附
則
第
十
七
条
第

大
臣
に
提
出
す
る
事
業
所
が
同
時
に
年
金
機
能
強
化
法
附
則
第
十
七
条
第
十

十
二
項
の
規
定
に
よ
り
初
め
て
同
項
に
規
定
す
る
特
定
適
用
事
業
所
と
な
っ

二
項
の
規
定
に
よ
り
初
め
て
同
項
に
規
定
す
る
特
定
適
用
事
業
所
と
な
っ
た

た
と
き
は
、
当
該
届
書
に
そ
の
旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
き
は
、
当
該
届
書
に
そ
の
旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
法
第
二
百
四
条
第
一
項
第
二
十
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
）

（
法
第
二
百
四
条
第
一
項
第
二
十
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
）

第
百
五
十
八
条
の
三

法
第
二
百
四
条
第
一
項
第
二
十
一
号
の
厚
生
労
働
省
令

第
百
五
十
八
条
の
三

法
第
二
百
四
条
第
一
項
第
二
十
一
号
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
権
限
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
権
限
と
す
る
。

で
定
め
る
権
限
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
権
限
と
す
る
。

一
～
三
十
九

（
略
）

一
～
三
十
九

（
略
）

四
十

第
百
五
十
九
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表

四
十

第
百
五
十
九
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表

（
法
第
二
百
五
条
の
四
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
百
五
十
九
条
の
十

法
第
二
百
五
条
の
四
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

（
新
設
）

る
も
の
は
、
生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保
護
の
実
施
機
関

と
す
る
。

第
百
五
十
九
条
の
十
一

（
略
）

第
百
五
十
九
条
の
十

（
略
）
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（
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 5 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
八
章

雑
則
（
第
百
八
十
七
条
―
第
二
百
二
十
七
条
）

第
八
章

雑
則
（
第
百
八
十
七
条
―
第
二
百
二
十
六
条
）

附
則

附
則

（
法
第
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
等
）

（
法
第
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
等
）

第
百
八
十
八
条
の
二

法
第
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

第
百
八
十
八
条
の
二

法
第
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
～
十
六

（
略
）

一
～
十
六

（
略
）

十
七

船
長
又
は
船
長
の
職
務
を
行
う
者
（
船
舶
所
有
者
の
代
理
人
と
し
て

十
七

船
長
又
は
船
長
の
職
務
を
行
う
者
（
船
舶
所
有
者
の
代
理
人
と
し
て

第
二
百
二
十
六
条
の
事
務
代
行
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

第
二
百
二
十
五
条
の
事
務
代
行
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

十
八

（
略
）

十
八

（
略
）

（
法
第
百
五
十
三
条
の
十
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
二
百
二
十
五
条

法
第
百
五
十
三
条
の
十
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

（
新
設
）

る
も
の
は
、
生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保
護
の
実
施
機
関

と
す
る
。

第
二
百
二
十
六
条
・
第
二
百
二
十
七
条

（
略
）

第
二
百
二
十
五
条
・
第
二
百
二
十
六
条

（
略
）
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（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う

に
改
正
す
る
。



- 7 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
診
療
報
酬
請
求
書
の
審
査
等
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
算

（
診
療
報
酬
請
求
書
の
審
査
等
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
算

出
す
る
に
当
た
り
考
慮
す
べ
き
事
項
）

出
す
る
に
当
た
り
考
慮
す
べ
き
事
項
）

第
十
三
条

法
第
二
十
六
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
診
療
担
当

第
十
三
条

法
第
二
十
六
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
診
療
担
当

者
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
診
療
担
当
者
を
い
う
。
）
又
は
医
療
機
関
（
法

者
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
診
療
担
当
者
を
い
う
。
）
又
は
医
療
機
関
（
法

第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
、
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
三
項

第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
、
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
医
療
を
担
当

に
規
定
す
る
医
療
を
担
当
す
る
機
関
を
い
う
。
）
の
提
出
す
る
診
療
報
酬
請

す
る
機
関
を
い
う
。
）
の
提
出
す
る
診
療
報
酬
請
求
書
の
数
及
び
当
該
診
療

求
書
の
数
及
び
当
該
診
療
報
酬
請
求
書
の
審
査
（
そ
の
審
査
に
つ
い
て
不
服

報
酬
請
求
書
の
審
査
（
そ
の
審
査
に
つ
い
て
不
服
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
の

の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
の
再
審
査
を
含
む
。
）
並
び
に
同
条
第
二
項
第
一
号

再
審
査
を
含
む
。
）
の
内
容
と
す
る
。

の
意
見
を
述
べ
る
業
務
の
内
容
と
す
る
。
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（
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
の
一
部
改
正
）

第
四
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
（
昭
和
二
十
三

年
厚
生
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
四
条

審
査
委
員
会
は
、
前
条
の
審
査
を
す
る
と
き
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

第
四
条

審
査
委
員
会
は
、
前
条
の
審
査
を
す
る
と
き
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
診
療
報
酬
請
求
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法

掲
げ
る
診
療
報
酬
請
求
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法

律
の
規
定
、
契
約
又
は
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

律
の
規
定
、
契
約
又
は
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
の
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行
う
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、

臣
の
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行
う
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、

診
療
報
酬
請
求
の
適
否
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

診
療
報
酬
請
求
の
適
否
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

法
第
十
五
条

（
略
）

二

法
第
十
五
条

（
略
）

第
二
項
第
一

第
二
項
に
掲

号
及
び
第
四

げ
る
規
定
又

号
に
掲
げ
る

は
特
定
Ｂ
型

規
定
又
は
特

肝
炎
ウ
イ
ル

定
Ｂ
型
肝
炎

ス
感
染
者
給

ウ
イ
ル
ス
感

付
金
等
の
支

染
者
給
付
金

給
に
関
す
る

等
の
支
給
に

特
別
措
置
法

関
す
る
特
別

（
平
成
二
十

措
置
法
（
平

三
年
法
律
第

成
二
十
三
年

百
二
十
六
号

法
律
第
百
二

）
第
十
七
条

十
六
号
）
第

第
一
項
の
規

十
七
条
第
一

定
に
よ
り
診

項
の
規
定
に

療
報
酬
を
請

よ
り
診
療
報

求
す
る
こ
と

酬
を
請
求
す

と
な
る
医
療

る
こ
と
と
な

機
関
そ
の
他

る
医
療
機
関

の
者
（
以
下

そ
の
他
の
者

「
指
定
医
療
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（
以
下
「
指

機
関
」
と
い

定
医
療
機
関

う
。
）
の
提

」
と
い
う
。

出
す
る
診
療

）
の
提
出
す

報
酬
請
求
書

る
診
療
報
酬

請
求
書
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（
生
活
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
三
十
四
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
）

第
四
条
の
三

法
第
三
十
四
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、

（
新
設
）

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
（
急
迫
し
た
事
由
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
つ
て
、
被
保
護
者
が
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
電
子
資
格
確
認
に
よ
り
医
療

扶
助
を
受
給
す
る
被
保
護
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
限
る
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
を
提
出
す

る
方
法
と
す
る
。

一

指
定
医
療
機
関
（
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
薬
局
（
次
号
及
び
第
三
項
に

お
い
て
「
指
定
薬
局
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
次
号
及
び
第
二
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
か
ら
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
の
給
付
（
以

下
単
に
「
医
療
の
給
付
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

医
療

券
（
初
診
券
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

二

指
定
薬
局
か
ら
医
療
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

調
剤
券
（
指

定
医
療
機
関
が
被
保
護
者
に
処
方
箋
を
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
調

剤
券
及
び
処
方
箋
）

２

前
項
第
一
号
の
医
療
券
と
は
、
保
護
の
実
施
機
関
が
医
療
の
給
付
を
指
定

医
療
機
関
に
委
託
し
て
行
う
に
当
た
り
発
給
す
る
書
面
を
い
う
。

３

第
一
項
第
二
号
の
調
剤
券
と
は
、
保
護
の
実
施
機
関
が
医
療
の
給
付
を
指

定
薬
局
に
委
託
し
て
行
う
に
当
た
り
発
給
す
る
書
面
を
い
う
。

（
法
第
三
十
四
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
）

第
四
条
の
四

法
第
三
十
四
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、

（
新
設
）

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
（
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三

号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
い
う

。
）
を
送
信
す
る
方
法
と
す
る
。
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（
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
の
実
施
に
必
要
な
情
報
等
）

（
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
の
実
施
に
必
要
な
情
報
等
）

第
十
八
条
の
十
三

（
略
）

第
十
八
条
の
十
三

（
略
）

２

法
第
五
十
五
条
の
八
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
後
期
高

２

法
第
五
十
五
条
の
八
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
高
齢
者

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
四
十

七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
す
る
。

合
を
い
う
。
第
二
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る

。
３

（
略
）

３

（
略
）

（
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
の
実
施
の
た
め
の
調
査
及
び
分
析
）

（
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
の
実
施
の
た
め
の
調
査
及
び
分
析
）

第
十
八
条
の
十
四

法
第
五
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
厚
生
労
働

第
十
八
条
の
十
四

法
第
五
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は

大
臣
か
ら
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は

、
保
護
の
実
施
機
関
は
、
当
該
情
報
を
、
電
子
情
報
処
理
組
織
（
保
護
の
実

、
保
護
の
実
施
機
関
は
、
当
該
情
報
を
、
電
子
情
報
処
理
組
織
（
保
護
の
実

施
機
関
が
使
用
す
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

施
機
関
が
使
用
す
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

と
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
に
よ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

と
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
に
よ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

（
次
項
及
び
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
第
十
号
に
お
い
て
「
支
払
基
金
」
と

（
次
項
に
お
い
て
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。
）
が
使
用
す
る
電
子
計
算
機
と

い
う
。
）
が
使
用
す
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子

を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
す

情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
す
る
方
法
又
は
当
該
情
報
を
記
録
し
た

る
方
法
又
は
当
該
情
報
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
の
電
磁
的
記
録
（

光
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
の
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と

人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録

が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報

で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う

処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
を
提
出
す
る
方
法
に
よ
り
提
出
し

。
）
を
提
出
す
る
方
法
に
よ
り
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
遺
留
金
品
の
処
分
）

（
遺
留
金
品
の
処
分
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
二
条

（
略
）

２

保
護
の
実
施
機
関
が
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
つ
た
場
合

２

保
護
の
実
施
機
関
が
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
つ
た
場
合

に
お
い
て
、
遺
留
の
金
品
を
保
護
費
に
充
当
し
て
、
な
お
残
余
を
生
じ
た
と

に
お
い
て
、
遺
留
の
金
品
を
保
護
費
に
充
当
し
て
、
な
お
残
余
を
生
じ
た
と

き
は
、
保
護
の
実
施
機
関
は
、
こ
れ
を
保
管
し
、
速
や
か
に
、
相
続
財
産
の

き
は
、
保
護
の
実
施
機
関
は
、
こ
れ
を
保
管
し
、
速
や
か
に
、
相
続
財
産
管

清
算
人
の
選
任
を
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
、
選
任
さ
れ
た
相
続
財
産
の
清
算

理
人
の
選
任
を
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
、
選
任
さ
れ
た
相
続
財
産
管
理
人
に

人
に
こ
れ
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
が
た

こ
れ
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
が
た
い
と
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い
と
き
は
、
民
法
第
四
百
九
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
残
余
の
遺
留
の

き
は
、
民
法
第
四
百
九
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
残
余
の
遺
留
の
金
品

金
品
を
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
法
第
八
十
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
等
）

第
二
十
二
条
の
五

法
第
八
十
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

（
新
設
）

は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

厚
生
労
働
大
臣

二

地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚
生
支
局
長

三

保
護
の
実
施
機
関

四

法
第
八
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
保
護
の
決
定
及
び
実
施
に
関
す

る
事
務
等
に
つ
い
て
保
護
の
実
施
機
関
か
ら
委
託
を
受
け
た
者

五

都
道
府
県
知
事

六

市
町
村
長

七

指
定
医
療
機
関
等

八

法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
な
い
医
療
機
関

九

指
定
介
護
機
関

十

支
払
基
金

十
一

国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会

十
二

国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
法
人

２

法
第
八
十
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保

険
者
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
、
同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
医
療
保
険
各
法
若
し
く
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
事
業
又
は
当
該
事
業
に
関
連
す
る
事
務
を
行
う
場
合

二

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
が
、
独
立
行
政
法
人
医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
十
五

条
第
一
項
第
五
号
ハ
に
掲
げ
る
業
務
又
は
同
号
ヘ
に
掲
げ
る
業
務
（
同
号
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ハ
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
に
限
る
。
）
を
行
う
場
合

三

医
療
分
野
の
研
究
開
発
に
資
す
る
た
め
の
匿
名
加
工
医
療
情
報
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
認
定
匿
名
加
工
医
療
情
報
作
成
事
業
者
が
、
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規

定
す
る
匿
名
加
工
医
療
情
報
作
成
事
業
を
行
う
場
合

四

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
法
第
八
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
受
給
者
番
号
等
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
も
の
を
行
う

場
合

イ

国
の
行
政
機
関
（
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。

）

適
正
な
保
護
の
決
定
及
び
実
施
に
関
す
る
事
務
等
の
遂
行
に
資
す

る
施
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
調
査

ロ

大
学
、
研
究
機
関
そ
の
他
の
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る
機
関
又
は
団

体

疾
病
の
原
因
並
び
に
疾
病
の
予
防
、
診
断
及
び
治
療
の
方
法
に
関

す
る
研
究
そ
の
他
の
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
関
す
る
研
究

ハ

民
間
事
業
者

医
療
分
野
の
研
究
開
発
に
資
す
る
分
析
（
特
定
の
商

品
又
は
役
務
の
広
告
又
は
宣
伝
に
利
用
す
る
た
め
に
行
う
も
の
を
除
く

。
）

五

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
診
断
、
健
康
増
進
法
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に

基
づ
く
健
康
増
進
事
業
そ
の
他
の
健
康
診
断
を
実
施
す
る
機
関
が
、
当
該

健
康
診
断
を
実
施
す
る
場
合

（
法
第
八
十
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
）

第
二
十
二
条
の
六

法
第
八
十
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

（
新
設
）

務
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

一

医
療
の
給
付
に
関
す
る
事
務

二

法
第
五
十
五
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事

業
の
実
施
に
関
す
る
事
務

第
二
十
二
条
の
七

（
略
）

第
二
十
二
条
の
五

（
略
）
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様
式
第
二
号
（
裏
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様
式
第
二
号
（
第
九
条
関
係
）
 

備考 この証票の規格は䣍B
7とし䣍中央の点線の所から二つ折とする䣎 

(
裏
)
 

いて䣍第五十条第一項中䣓指定医療機関䣔とあるのは䣓第五十四条の二第一項の規定により指

定を受けた介護機関䥹同条第二項本文の規定により同条第一項の指定を受けたものとみなされ

たものを含み䣍同項の指定を受けた介護予防・日常生活支援事業者䥹同条第二項本文の規定に

より同条第一項の指定を受けたものとみなされたものを含む䣎䥺を除く䣎以下この章において

䣓指定介護機関䣔という䣎䥺䣔と䣍同条第二項及び第五十条の二中䣓指定医療機関䣔とあるの

は䣓指定介護機関䣔と䣍第五十一条第一項中䣓指定医療機関䣔とあるのは䣓指定介護機関䥹地

域密着型介護老人福祉施設及び介護老人福祉施設に係るものを除く䣎䥺䣔と䣍同条第二項䣍第

五十二条第一項及び第五十三条第一項から第三項までの規定中䣓指定医療機関䣔とあるのは

䣓指定介護機関䣔と䣍同項中䣓社会保険診療報酬支払基金法䥹昭和二十三年法律第百二十九

号䥺に定める審査委員会又は医療に関する審査機関で政令で定めるもの䣔とあるのは䣓介護保

険法に定める介護給付費等審査委員会䣔と䣍同条第四項中䣓指定医療機関䣔とあるのは䣓指定

介護機関䣔と䣍䣓社会保険診療報酬支払基金又は厚生労働省令で定める者䣔とあるのは䣓国民

健康保険団体連合会䣔と䣍前条第一項中䣓指定医療機関䣔とあるのは䣓指定介護機関䣔と読み

替えるものとするほか䣍必要な技術的読替えは䣍政令で定める䣎 

６ 䥹略䥺 

第八十六条 正当な理由がなくて第四十四条第一項䣍第五十四条第一項䥹第五十四条の二第五項

及び第六項並びに第五十五条第二項において準用する場合を含む䣎以下この条において同

じ䣎䥺䣍第五十五条の六䣍第七十四条第二項第一号若しくは第八十条の三第一項の規定による

報告を怠り䣍若しくは虚偽の報告をし䣍正当な理由がなくて第五十四条第一項の規定による物

件の提出若しくは提示をせず䣍若しくは虚偽の物件の提出若しくは提示をし䣍同項若しくは第

八十条の三第一項の規定による当該職員の質問に対して䣍正当な理由がなくて答弁せず䣍若し

くは虚偽の答弁をし䣍又は正当な理由がなくて第二十八条第一項䥹要保護者が違反した場合を

除く䣎䥺䣍第四十四条第一項䣍第五十四条第一項若しくは第八十条の三第一項の規定による当

該職員の調査若しくは検査を拒み䣍妨げ䣍若しくは忌避した場合には䣍当該違反行為をした者

は䣍三十万円以下の罰金に処する䣎 

   注   意 

一 この証票は䣍他人に貸与し䣍又は譲渡してはならない䣎 

二 この証票は䣍職名の異動を生じ䣍又は不要にな䣬たときは䣍速やかに䣍返還しなければなら

ない䣎 

 この証票を携帯する者は䣍生活保護法により立入検査をする職権を行うもので䣍その関係条文

は次のとおりである䣎 

 䥹報告の徴収及び立入検査䥺 

第四十四条 都道府県知事は䣍保護施設の管理者に対して䣍その業務若しくは会計の状況その他

必要と認める事項の報告を命じ䣍又は当該職員に䣍その施設に立ち入り䣍その管理者からその

設備及び会計書類䣍診療録その他の帳簿書類䥹その作成又は保存に代えて電磁的記録䥹電子的

方式䣍磁気的方式その他人の知覚によつては認識することができない方式で作られる記録であ

つて䣍電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう䣎䥺の作成又は保存がされている

場合における当該電磁的記録を含む䣎以下同じ䣎䥺の閲覧及び説明を求めさせ䣍若しくはこれ

を検査させることができる䣎 

２ 䥹略䥺 

 䥹報告等䥺 

第五十四条 都道府県知事䥹厚生労働大臣の指定に係る指定医療機関については䣍厚生労働大臣

又は都道府県知事䥺は䣍医療扶助に関して必要があると認めるときは䣍指定医療機関若しくは

指定医療機関の開設者若しくは管理者䣍医師䣍薬剤師その他の従業者であつた者䥹以下この項

において䣓開設者であつた者等䣔という䣎䥺に対して䣍必要と認める事項の報告若しくは診療

録䣍帳簿書類その他の物件の提出若しくは提示を命じ䣍指定医療機関の開設者若しくは管理

者䣍医師䣍薬剤師その他の従業者䥹開設者であつた者等を含む䣎䥺に対し出頭を求め䣍又は当

該職員に䣍関係者に対して質問させ䣍若しくは当該指定医療機関について実地に䣍その設備若

しくは診療録䣍帳簿書類その他の物件を検査させることができる䣎 

２ 䥹略䥺 

 䥹介護機関の指定等䥺 

第五十四条の二 䥹略䥺 

２䦅４ 䥹略䥺 

５ 第四十九条の二䥹第二項第一号を除く䣎䥺の規定は䣍第一項の指定䥹介護予防・日常生活支

援事業者に係るものを除く䣎䥺について䣍第五十条から前条までの規定は䣍同項の規定により

指定を受けた介護機関䥹第二項本文の規定により第一項の指定を受けたものとみなされたもの

を含み䣍同項の指定を受けた介護予防・日常生活支援事業者䥹第二項本文の規定により第一項

の指定を受けたものとみなされたものを含む䣎䥺を除く䣎䥺について準用する䣎この場合にお
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（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
百
十
三
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
四
十
四
条
の
四

法
第
百
十
三
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
設
）

も
の
は
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
十
九
条

第
四
項
に
規
定
す
る
保
護
の
実
施
機
関
と
す
る
。

第
四
十
四
条
の
五

（
略
）

第
四
十
四
条
の
四

（
略
）
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（
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生
省
令
第
三
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
等
）

第
二
十
四
条
の
二

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

（
新
設
）

は
、
保
護
の
実
施
機
関
（
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四

号
）
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保
護
の
実
施
機
関
を
い
う
。
第
二
十
七

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。

２

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
を
図
る
た
め
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
八
第
一
項
に
規
定

す
る
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
と
す
る
。

（
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
二
十
七
条

法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

（
新
設
）

は
、
保
護
の
実
施
機
関
と
す
る
。
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（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
健
康
福
祉
部
の
所
掌
事
務
）

（
健
康
福
祉
部
の
所
掌
事
務
）

第
七
百
七
条

健
康
福
祉
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
百
七
条

健
康
福
祉
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
五
十
五

（
略
）

一
～
五
十
五

（
略
）

五
十
六

生
活
保
護
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
及

五
十
六

生
活
保
護
法
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
及
び

び
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
第

同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
第
一

一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
機
関
の
指
定
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
機
関
の
指
定
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

五
十
七
～
八
十
三

（
略
）

五
十
七
～
八
十
三

（
略
）

（
健
康
福
祉
課
の
所
掌
事
務
）

（
健
康
福
祉
課
の
所
掌
事
務
）

第
七
百
十
二
条

健
康
福
祉
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
百
十
二
条

健
康
福
祉
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
九

（
略
）

一
～
十
九

（
略
）

二
十

生
活
保
護
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
及
び

二
十

生
活
保
護
法
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
及
び
同

同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
第
一

法
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
第
一
項

項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
機
関
の
指
定
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

に
規
定
す
る
指
定
介
護
機
関
の
指
定
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
一
～
二
十
六

（
略
）

二
十
一
～
二
十
六

（
略
）

（
四
国
厚
生
支
局
の
所
掌
事
務
）

（
四
国
厚
生
支
局
の
所
掌
事
務
）

第
七
百
三
十
八
条

四
国
厚
生
支
局
（
以
下
「
支
局
」
と
い
う
。
）
は
、
中
国

第
七
百
三
十
八
条

四
国
厚
生
支
局
（
以
下
「
支
局
」
と
い
う
。
）
は
、
中
国

四
国
厚
生
局
の
所
掌
事
務
（
第
七
百
七
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
二
号
の
四

四
国
厚
生
局
の
所
掌
事
務
（
第
七
百
七
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
二
号
の
四

、
第
二
号
の
五
、
第
三
号
、
第
三
号
の
二
、
第
八
号
、
第
十
一
号
、
第
十
三

、
第
二
号
の
五
、
第
三
号
、
第
三
号
の
二
、
第
八
号
、
第
十
一
号
、
第
十
三

号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
号
、
第
四
十
七
号
、
第
五
十
六
号
（
生
活
保
護
法

号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
号
、
第
四
十
七
号
、
第
五
十
六
号
（
生
活
保
護
法

第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
に

第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
に
限

限
る
。
）
、
第
五
十
八
号
か
ら
第
六
十
四
号
ま
で
、
第
七
十
一
号
、
第
七
十

る
。
）
、
第
五
十
八
号
か
ら
第
六
十
四
号
ま
で
、
第
七
十
一
号
、
第
七
十
五

五
号
、
第
七
十
七
号
か
ら
第
八
十
二
号
ま
で
及
び
第
八
十
三
号
（
医
事
課
の

号
、
第
七
十
七
号
か
ら
第
八
十
二
号
ま
で
及
び
第
八
十
三
号
（
医
事
課
の
所

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
第
七
百
十
条
の
二
第
三
号
及
び
第
四
号

掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
第
七
百
十
条
の
二
第
三
号
及
び
第
四
号
、

、
第
七
百
十
条
の
二
の
四
、
第
七
百
十
条
の
二
の
五
並
び
に
第
七
百
十
条
の

第
七
百
十
条
の
二
の
四
、
第
七
百
十
条
の
二
の
五
並
び
に
第
七
百
十
条
の
三

三
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に

第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
限
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限
る
。
）
の
う
ち
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
及
び
高
知
県
の
区
域
に
係

る
。
）
の
う
ち
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
及
び
高
知
県
の
区
域
に
係
る

る
も
の
を
分
掌
す
る
。

も
の
を
分
掌
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

（
健
康
福
祉
課
の
所
掌
事
務
）

（
健
康
福
祉
課
の
所
掌
事
務
）

第
七
百
四
十
二
条

健
康
福
祉
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
百
四
十
二
条

健
康
福
祉
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
二
十
一

（
略
）

一
～
二
十
一

（
略
）

二
十
二

生
活
保
護
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
の

二
十
二

生
活
保
護
法
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
の
監

監
督
に
関
す
る
こ
と
。

督
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
三
～
三
十
四

（
略
）

二
十
三
～
三
十
四

（
略
）
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（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
四
章

雑
則
（
第
百
十
六
条
―
第
百
二
十
二
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
百
十
六
条
―
第
百
二
十
一
条
）

附
則

附
則

（
法
第
百
六
十
五
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
百
二
十
二
条

法
第
百
六
十
五
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
設
）

も
の
は
、
生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保
護
の
実
施
機
関
と

す
る
。
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（
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働

省
令
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
定
期
検
査
費
及
び
母
子
感
染
防
止
医
療
費
の
支
給
の
特
例
）

（
定
期
検
査
費
及
び
母
子
感
染
防
止
医
療
費
の
支
給
の
特
例
）

第
二
十
五
条

法
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病

第
二
十
五
条

法
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病

院
又
は
診
療
所
は
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）

院
又
は
診
療
所
は
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）

第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
と
す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
と
す
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
中
生
活
保
護
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
第
二

項
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
生
活
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ

り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。


